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環境

高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
移
行
し
、
そ
れ
ま
で
の
公

害
規
制
行
政
か
ら
、
環
境
破
壊
を
未
然
に
防
ぐ
総
合
環
境
行
政

へ
の
転
換
を
図
り
、
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）、
全
国
に
先
駆
け

て
環
境
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
、
昭
和
61
年
に
環
境
保
全
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
新
た
な
環

境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
越
谷
市
エ
コ
ト
ピ
ア
計
画
や
越
谷

市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
等
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
に
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
環
境
保
全
条

例
が
環
境
条
例
に
改
正
さ
れ
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
責
務

を
定
め
る
と
と
も
に
、
環
境
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
や
環
境

優
先
の
基
本
事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
は
、
地
球
環
境
問
題
を
含
め
た
総
合
的
な
環
境

対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
管
理
計
画
が
改
定
さ
れ
、
省
エ

ネ
や
省
資
源
、
地
球
温
暖
化
の
諸
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ご
み
の
排
出
量
が
年
々
増
加
し
て
い
た
た
め
、
ご
み

を
燃
料
に
発
電
機
能
を
有
す
る
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工

場
を
建
設
し
、
平
成
７
年
に
完
成
・
稼
働
し
ま
し
た
。
こ
の
工

場
は
、
１
日
最
大
８
０
０
ト
ン
の
ご
み
処
理
能
力
、
１
時
間
最

大
２
万
４
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
に
は
、
か
ん
・
び
ん
・
不
燃
ご
み
・
粗
大

ご
み
を
破
砕
・
選
別
・
再
生
す
る
資
源
化
施
設
「
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
」
が
稼
働
し
、
平
成
19
年
に
は
同
施
設
内
に
、
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
へ
の
啓
発
施
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

快
適
で
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り

東埼玉資源環境組合第一工場

修繕を施しリユース展に
出展される品々

越谷市ごみ収集カレンダー

リサイクルプラザ

環境保全区域となっている
宮内庁埼玉鴨場周辺

逆川緑道
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コミュニティ･市民参加

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
と
い

っ
た
時
代
背
景
の
な
か
、
市
民
の
主
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
従
来
か
ら
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

た
活
動
を
推
進
し
て
き
た
自
治
会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
な
ど
の
各
種
団
体
で
構
成
す
る
「
越
谷
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」
が
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
５
年
か
ら
順
次
、
13
地
区
に
「
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
市
民
の
自
主
的
、
主
体

的
な
取
り
組
み
を
重
視
し
た
地
区
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
13
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
拠

点
と
し
て
、「
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
の
手
で
つ
く
る
」
と
い
う
意

識
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
自
立
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
計
画
策
定
段
階
か
ら
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に

努
め
、
各
種
委
員
会
な
ど
へ
の
市
民
参
加
の
機
会
を
拡
充
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
考
え
方
や
ル
ー
ル
を
制
度
化
し
、
自

立
し
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
治
の
基
本
原
則
や

行
政
運
営
の
原
則
、
市
民
の
権
利
・
責
務
な
ど
を
定
め
る
自
治

基
本
条
例
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
が
参
加
す
る

自
立
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

蒲生地区センター・公民館

越谷市民まつり

出羽チューリップ
コミュニティフェスタ

まちづくりフォーラム
～自治基本条例を
私たちでつくろう～

地区まちづくり会議

民泊協力会による国体の応援
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産業

古
く
か
ら
日
光
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
日
光
街
道
沿

い
に
多
く
の
商
店
が
建
ち
並
び
、
街
道
沿
い
が
商
業
の
中
心
地

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
各
駅
周

辺
を
中
心
と
し
て
商
業
活
動
が
活
発
化
し
商
店
街
が
形
成
さ
れ

る
と
と
も
に
、
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
に
は
、
商
工
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
各
商
店

街
の
個
性
・
特
徴
を
生
か
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
し
た
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

工
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
30
年
代
以
前
の
市
内
の
主
な
産
業

は
伝
統
工
芸
が
中
心
で
し
た
が
、
昭
和
33
年
ご
ろ
か
ら
47
年
ご

ろ
に
か
け
て
工
場
が
進
出
し
、
工
業
連
合
会
も
組
織
さ
れ
、
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
、
変
化
す
る
産
業
構
造
に
対
応
す
る
た
め
、
既

存
産
業
の
高
度
化
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
し
い
産
業
の

育
成
・
支
援
、
商
業
・
業
務
核
の
形
成
と
雇
用
対
策
、
産
業
の

振
興
と
働
く
人
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
水
郷
こ
し
が
や
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
豊
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心
に
農
業
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
都
市
化
の
進
行
に
伴
い
周
辺
に
大
勢
の
消
費
者
を
抱

え
て
い
る
と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
生
産
者
の
顔
が
見
え
、
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
地
場
農
産
物
を
提
供
す
る
地
産
地
消
に
つ
い
て

は
農
産
物
直
売
所
を
整
備
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
新
た
な
栽
培

技
術
の
研
究
や
各
種
研
修
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
将
来
の
越
谷

の
農
業
を
担
う
農
業
後
継
者
の
育
成
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
業
と
働
く
人
を

支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り

こしがや産業フェスタ

越谷レイクタウン地区内の
大型商業施設

チャレンジショップ夢空感

農業技術センター

地産地消の推進拠点としての
役割が期待される農産物直売所
（グリーン・マルシェ完成予想図）

越谷の農業特産物
（くわい、チューリップ、越谷ねぎ）
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医療･保健

越
谷
市
は
、
国
民
健
康
保
険
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
と

と
も
に
、
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
に
は
全
国
初
の
胃
が
ん
集

団
検
診
、
そ
し
て
翌
年
に
は
子
宮
が
ん
集
団
検
診
が
全
国
で
初

め
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
常
に
母
子
保
健
や
成
人
病
検
診
な
ど
の

先
進
的
な
保
健
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、

各
種
健
診
や
講
座
、
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

医
療
に
つ
い
て
は
、
昭
和
40
年
代
の
急
激
な
人
口
増
加
に
よ

り
不
足
す
る
医
療
機
関
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
の
基
幹
病
院

と
な
る
市
立
病
院
を
昭
和
51
年
に
開
院
し
、
平
成
10
年
（
１
９

９
８
）
に
は
増
改
築
も
完
了
し
ま
し
た
。
同
年
、
獨
協
医
科
大

学
越
谷
病
院
内
に
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
14
年
に
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
が
開
設
さ
れ
、

小
児
の
急
病
患
者
に
対
応
す
る
た
め
３
６
５
日
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

近
年
、
各
医
療
機
関
の
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
医
療
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
気
を
予
防
し
、

市
民
の
健
康
を
守
る

市 立 病 院

小児夜間急患診療所

歯科健康フェア

保健センター

全国初の胃がん集団検診

越ヶ谷順正会の功績をたたえた
相扶共済の碑
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福祉

近
年
、
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、
介
護
保

険
制
度
の
発
足
や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
な
ど
、
福
祉
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
「
生
き
が
い
を
も
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、「
越
谷
市
地

域
福
祉
計
画
」
な
ど
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
で
は
、
で
き
る
限
り
地
域
の
中
で
自
立
し
た
日

常
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
け
や
き
荘
」

「
く
す
の
き
荘
」「
ゆ
り
の
き
荘
」
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
シ

ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
生
き
が
い
対
策
事
業
お
よ
び
食
の
自

立
支
援
事
業
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢

者
の
総
合
相
談
、
介
護
・
予
防
事
業
、
権
利
擁
護
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

児
童
福
祉
で
は
、
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）、
全
国
初
と
な
る

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
す
る
な
ど
子
育
て
の
た
め
の
環
境

整
備
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
な
が
ら
学
習
で
き
る
場
と
し
て
児
童
館
「
コ
ス
モ
ス
」「
ヒ

マ
ワ
リ
」
を
開
館
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
共
に
生
活
し
、

活
動
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
就
労
支
援
事
業
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
を
持
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

いきいき館

地域子育て支援センターを併設した
増林保育所

保育ステーション

児童館コスモス
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児童館ヒマワリ

城ノ上小学校の学童保育室

越谷市バリアフリーマップ
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消防

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
に
市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
を
守

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
消
防
本
部
・
消
防
署
は
、
消
火
活
動
や

火
災
予
防
活
動
を
開
始
し
、
昭
和
37
年
に
は
、
救
急
活
動
も
開

始
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
４
月
に
開
設
し
た
防

災
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
消
防
本
庁
舎
を
は
じ
め
１
署
５
分

署
を
拠
点
に
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
は
し
ご
付
き
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
な
ど
の
配
備
、
救
急
隊
７
隊
や
高
度
な
救
助
器
具
を

装
備
し
た
特
別
救
助
隊
を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
１
９
番

通
報
の
よ
り
迅
速
な
処
理
を
行
う
た
め
、
高
機
能
消
防
指
令
装

置
を
設
置
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
消
防

活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
社
会
環
境
の
変
化
や
高
齢
化
の
進
展
、
疾
病
構
造
の

変
化
等
に
よ
り
、
救
急
需
要
は
年
々
増
加
す
る
と
と
も
に
救
急

業
務
も
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
救
急

自
動
車
を
高
規
格
救
急
自
動
車
に
順
次
更
新
す
る
と
と
も
に
、

救
急
救
命
士
の
養
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
救
命
率
の
向
上
や

病
院
前
救
護
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
市
内
の
公
共
施
設
（
１
４
４
カ
所
・
平
成

20
年
４
月
現
在
）
に
設
置
し
、
市
民
等
を
対
象
に
応
急
手
当
普

及
講
習
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
負
傷
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
条
例
を

改
正
し
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

消
防
・
救
急
・
救
助
活
動

消 防 本 庁 舎

高規格救急自動車

消防本部指令室

大型商業施設での防災訓練

公共施設に設置された
自動体外式除細動器（AED）

AEDを使用した普通救命講習会

2

1

3

4

5

54

3

1 2

越谷50年の歩み



67 66

教育･文化･スポーツ

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と

と
も
に
、
社
会
教
育
事
業
に
お
い
て
は
主
に
青
少
年
や
成
人
を

対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
、
学
級
、
各
種
催
し
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
公
民
館
で
は
、
家
庭
教
育
を
は
じ

め
、
青
少
年
教
育
、
成
人
教
育
、
高
齢
者
教
育
さ
ら
に
は
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
広
範
に
わ
た

る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
促
す
た
め
、
子
ど
も
会
を
中
心
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
近
年
の
児
童
・
生
徒
数
の
緩
や
か
な
増
減

に
よ
り
、
新
た
な
小
・
中
学
校
の
建
設
は
、
平
成
２
年
（
１
９

９
０
）、
花
田
小
学
校
開
校
後
、
し
ば
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
19
年
に
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
の
新
し
い
施
設

設
備
を
有
し
た
城
ノ
上
小
学
校
が
市
内
30
校
目
の
小
学
校
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。

教
育
活
動
に
お
い
て
は
、
学
力
の
向
上
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
が
心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
・
協
力
を
強
化
し
、
公
教
育
の
理

念
で
あ
る
社
会
性
、
公
共
性
を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ

る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
推
進
し
、
幼
児

教
育
・
学
校
教
育
・
青
少
年
教
育
な
ど
、
教
育
の
充
実
発
展
を

図
る
た
め
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が
増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

と
併
設
し
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
推
進
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

市民体育祭中央大会

市立図書館

こしがや薪能

教育センターが併設されている
増林地区センター・公民館

市内で30校目となる
城ノ上小学校

平成20年度全国高等学校総合
体育大会剣道大会
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国際交流（姉妹都市､姉妹校交流）

市
で
は
、
海
外
の
文
化
・
教
育
な
ど
に
触
れ
る
機
会
を
作
る

国
際
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）

４
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
に

あ
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

以
来
、
越
谷
市
か
ら
青
少
年
使
節
団
や
中
学
生
使
節
団
な
ど
を

派
遣
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
使
節
団
が

来
市
し
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
提
携
の
記
念
に
、
鷺
高
第
五
公
園
を
「
キ
ャ
ン
ベ

ル
タ
ウ
ン
公
園
」
と
し
、
昭
和
61
年
４
月
に
記
念
植
樹
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
に
は
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

野
鳥
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
交
流
の
ほ
か
に
も
、

市
内
の
小
・
中
学
校
と
海
外
の
学
校
の
姉
妹
校
交
流
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
内
の
学
校
を
は
じ
め
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
タ
イ
王
国
、
中
華
人
民
共
和
国
と
姉
妹
校

交
流
を
行
い
、
外
国
の
文
化
を
教
育
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

世
界
に
視
野
を
広
げ
、

肌
で
文
化
を
感
じ
る

キャンベルタウン野鳥の森

キャンベルタウン市を訪れた
青少年使節団

青少年使節団と中学生の交流

越谷市・キャンベルタウン市
姉妹都市提携20周年記念式典

キャンベルタウン市にある
コシガヤパーク

越谷市民まつりでの
国際交流ひろば
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防災･防犯･危機管理

防
災
対
策
と
し
て
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
・
避
難
場
所

や
防
災
備
蓄
倉
庫
、
耐
震
性
飲
料
用
貯
水
槽
な
ど
を
整
備
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
企
業
・
団
体
と
の
協
定
締
結
に
よ
る
物
資
調

達
体
制
や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の

育
成
を
図
っ
て
き
た
ほ
か
、
群
馬
県
高
崎
市
や
福
島
県
二
本
松

市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
に
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
る
洪
水
被
害
に
対
処
す
る
た
め
、
監
視
室
や
ヘ
リ
ポ

ー
ト
を
備
え
た
水
防
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
る
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
新
方
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
併
設
し
整
備
し

ま
し
た
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防

犯
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
企
業
・
団
体
と
安
全
で

安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
ほ
か
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
平
成
20
年
４
月
か
ら

「
越
谷
市
安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
青

色
回
転
灯
を
装
備
し
た
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
不
審
者
情
報
を
配
信
す
る
な

ど
犯
罪
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、「
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

の
保
護
」
な
ら
び
に
「
市
民
の
生
活
又
は
市
の
産
業
、
経
済
の

安
定
」
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
、「
越
谷
市
危
機
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
さ
ら
に

国
民
保
護
法
に
基
づ
く
「
国
民
保
護
に
関
す
る
越
谷
市
計
画
」

の
策
定
を
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を

支
え
る
防
災
・
防
犯
対
策

河川防災ステーションのヘリポート

地域の自主防犯活動団体による
防犯パトロール

城ノ上小学校に設置された
防犯カメラ

地区合同総合防災訓練

高崎市から総合防災訓練に
駆けつけた応援物資輸送車

青色回転灯を装備した
防犯パトロール車
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